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目でみる地学

(その6)

堆積岩(1)

さて堆積岩の大半はすでに地表に露出していた岩

石や地層が風化作用によってくずれてかけらや粉末

一礫｡砂1粘土一となりそれが川･潮流･風な

どの力によって運ばれて低い所に堆積し長い年月の間

に“固化"したものである.そこでこれから礫｡

砂･粘土がどんな原因で生ずるのか写真たどによって

概観するとしよう.

片田正人

堆積岩は文字どおり地表に堆積した砂や粘土などが

固まったものである.量からみると火成岩の10分の

1位しかなく地球の表面にへばりっいている程度のも

ので一地球をゴムマリにたとえれば表面のよごれの

量にすぎ狂い.しかし面積比からみると地球上の過

半は堆積岩におおわれておりわが国は火成岩び)活動が

比較的激しい地帯ではあるがそれでも少なくとも面

積の半分は堆積岩類であろう.

堆積岩(古くは水成岩といわれた)の螺層は堆積

したときの重なり合った成層状態をはっきり示してい

るため地層という呼び名も用いられている曲

とくに比較的新しい時代に堆積したものは岩質が柔ら

か<“岩"とか“石"という概念がよくあては窯ら

ないために地層または堆積層という言い方かび㌔､た!)す

る.それゆえ火成岩と堆積岩という堅い表現渓)代わ

りに“岩石と地層"という言葉が便利である､

またいささか余談になるがいわ(岩)･がん(岩)

またはいし(石)という名は地方々々の石屋さんや土

建やさんによってそれぞれ意味するものが違っている

場合がある.たとえば大きなものが岩で小さなも

のが石であることが多い.また根のあるものが岩

転石が石といわれている所もあ1つ花開岩を岩堆積岩

を石と区別している土地もある誼

私たちの住む地球の外側一気圏とか水圏とか名付け

られた部分はずいぶんきびしい性格を持っているもの

で俳句に読まれる春の目のよう柾穏やかな状態はむし

ろまれである｡そして動物たもは本能的ぽ人間は

頭脳と羊によって自然の刺激から逃げる等段をこうじ

ているけれども露出している岩石や地層は風雨や寒さ

暑さに渋っ陶から立ち胸がわなければならない｡しか

もそのような自然の営力に対する岩石の抵抗力は案

外ノj･さいものでしかない剖

①地讃で鍛もくずれやすい所はといえばいうまで

もなく山岳地帯とくに山頂部である｡たとえばアノレ

プス級の尾根や山頂では岩石や地層が植物のおおいに

保護されず直接岩肌を大気にさらしているため大小

の岩塊は昼となく夜となくくずれ落ちている曲その経

過をみると雨水が岩の表繭にで書でいる細かい節理

(割れ目)に浸み込みそれが氷と匁る際の体積増加に

よって岩の割れ目が開きっいにはくずれ去る場合が多

いといわれる.(写真1･2)

②くずれ落ちる岩塊は互に衝突して角を落してゆ

く.大雨などに際してがけがくずれ落ちる時夜であ

れば岩塊がぶつかり合って火花を発しながら急斜面を

下るすさ凌じい光景が目撃されることがあるという.

このようにして大きな岩塊も急激に小型化L円磨され

1､風化f乍用によって浸食されロｰソクのように

とがった花陶岩の山頂(北アメリカの例)

竃｡綴…鰯j渡;絡なでよく鈍ら批る肖罎美嚢圭麹

(串央グルヅス北部)�
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山ろく都に崖錐として積み重たる.(写黄3)

こうして生じた礫や砂は河川で運ばれるそ夢)際川

の上流部では両岸に露出している岩壁を摩擦によって

少しづっえぐlj取ってゆく咀たとえば塊状の花鰯岩

質岩石の露出している地方ではしばしば水による抽象

的な彫刻がみられるし下へ下へと急逮にけずられた

地域ではおとぎ話に出てきそうなみごと枚嬢答

(鮒r験)が形成される.岳δ)

③一般には以ソ)ようにして岩盤は細粉凄れ

その大半は河州によって海に運び込漢れるがそれとは

別に磯波によって海津から直接海中に運び去られる

量も少なくない.海の波による衝撃力は風や河の流れ

によるものとは比較にならぬほど強力である.

もし柔らかな地層と堅い地層が互層している場合には

柔らかい部分から簡単にえぐり取られるし比較的に均

質堅硬な岩石でも節理にそってかたり容易にくずされ

てゆく1(写真6･7)

④乾燥した風の強い地方では風による破壊作用が

顕著である.強風で飛ばされた砂粒は弾丸のように

露岩におそいかかり細い深いみぞをうがっ.そのよ

うな地方を自動車で旅行すると砂あらしによって窓ガ

ラスの表面には無数のきずができわづかの間に曇gガ

ラスに変わっ'てゆくという.

内陸地方であれば生じた砂は堆積して“砂ばく"

を形成する.そこでは昼と夜の温度差が大きいため

3.山頂からくずれ落ちた拾塊はオウ地に

あふれ急流に押し流されて円麿される

岩石内の各鉱物の膨脹の差というような微妙な現象が

岩石の表面に割れ目を生じさせる原因にもなるらしい.

多くの探検家の骨を埋めている中央アジアや北アフリ

カなどの砂ばくは生物だけでたく岩石にとっても無防

備の死の場所である.(写真8)

⑤氷河は現在わカミ国には存在しないが(過去には

小規模なものが存在した)地表においては最も大きな浸食

カをもっている.動く距離はせいぜい1日数10㎝位

にすぎ狂いけれども何mも積み重なった氷の重みでお

さえっけられた岩塊は谷の底や側面をカンナをかける

ようにけずり取りそのために氷河で生じた谷は河

川の谷とは比べものに枚らない大規模柾景観を作ってい

る.(写真9.五〇)

この谷に海水が浸入したものが“フヨルド"である.

4･流水によって浸食された花筒焙(宮崎県美々津川上流)

5･ド方へ浸食が著し1進むと丙枠がオｰバ

ハングした峡谷が生じる(スイスθ)例)�
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北欧の海岸に発達したものなぎは神話と伝説につつ塞

れた神秘的な美しさをたたえ地球上で望み得る最も

威厳に満ちた魅力的な姿であろう昔

⑥特殊な目立たない現象として雨水や流水(妻)ず

かに炭酸な含んでいる)による化学的な灘合作用があ

る.石灰岩地帯の洞窟はそのよい例でわが国にもこ

の例は多く秋芳洞･安家洞などは観光地としてあ畿ね

く知られている所である.(銘咽)

⑫最後に私たちになじみ深いものに火{による

破壊1飛散がある.わが国にはシラスリｰム層

またはグリｰンタフなどと呼ばれる火山性の堆積物がか

なり多い.これらは火山からふき飛ばされたものが

陸上または海中に堆積したものでいわば火山岩と堆積

岩との合いの子のようなものでおる.これに関して

は“火山"の項で再び触れることにしよう.(写真11)

以上のように現在水と大気は寸時も休むことたく

わずかづっではあるが高い部分をけずってくぼんだ

所を埋めている.一方地殻それ自身も絶えず緩慢板

上下運動をくり返している.そのためにけずられ

る作用と埋められる作用地殻の上昇と沈降

という4つの地質現象はからみ合いしかも互に影響

し合って一見無秩序に地球上の模様変えを行なってい

る.これらの諸現象を整理しだから地殻の現状を

発展史の上から解明するのが堆積学や構造地質学の目的

であり使命である.

6.r鬼の洗たく枚｣といわれる青島の海岸

柔らかい泥拷の部分だけがくぽみ砂舛

の部分が飛び出している

狂お究ばしりした見方かも知れないが一私たち人

間が自然に加えている土木工事の影響も無視できない段

階にきっっあるよう匁気がする.おそらく原子力を

利用した大規模な自然改造の実現も目前であり加速

度的な発展が約されている.もしそうなれば将来

人類による砂礫の生産と運搬のカが自然のそれに匹敵

する目が来るかもしれない.

(筆者は地質部)

写真と図は下記の教科書から採用した

①lLands&Hussey,GeologyandMan

⑤⑧:Kayser,LehrbuchderGeo1ogie

⑨⑩:第1図:Zumberge,ElementotGeology

⑩:パンフレット｢田未の火山｣
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義垂潮榊

8･砂ぱく地方で見られる風による浸食作用

穴とすじだらけの気味の悪い岩服が生じる
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石灰岩の洞窟の形成を示す模式断面図

地下水面が低下することにより洞窟の

形成が促進される

9.アルプス式の氷遜しま模様は山腹からくずれ

落ちた砂礫によるよごれ

毒董0.氷耐によ甘〕てえく“ら奴た轟脊

�

11･a･火山の噴火(阿蘇新噴火口)

11.b｡淳毫間山�




